
　教育委員会 information

安 安全 心
交通事故発生状況
問 高島警察署　 （22）0110

環境放射線測定結果
問 原子力防災対策室　 （25）8133

（令和元年８月末現在）

火災・救急・救助件数
問 消防総務課　 （22）5401

（令和元年８月末現在）

内　　容 件　数 前年比
人身事故発生件数 72 件 ＋ 16 件
死 者 数 3 人 ＋ 2 人
傷 者 数 86 人 ＋ 14 人

発生場所 件　数
マ キ ノ 6 件
今 津 18 件
朽 木 3 件
安 曇 川 19 件
高 島 11 件
新 旭 15 件

※概数

火　災 件　数 累計（１月〜）
建 物 １件 10 件
車 両 ０件 ０件
林 野 ０件 １件
そ の 他 ０件 ６件

救　急 件　数 累計（１月〜）
交通事故 23 件 128 件
一般負傷 40 件 281 件
急 病 213 件 1248 件
そ の 他 48 件 270 件

救　助 件　数 累計（１月〜）
火 災 ０件 ０件
交通事故 ３件 14 件
水難事故 １件 １件
そ の 他 １件 ９件

８月平均値（平日測定） 前月平均値
マキノ（マキノ支所前駐車場）

0.064μSv/h 0.062μSv/h

今　津（今津支所車庫付近）
0.037μSv/h 0.035μSv/h

朽　木（朽木支所前駐車場）
0.059μSv/h 0.061μSv/h

安曇川（安曇川支所南側駐車場）
0.046μSv/h 0.049μSv/h

高　島（高島支所東駐車場）
0.054μSv/h 0.051μSv/h

新　旭（高島市役所本館北側玄関前）
0.065μSv/h 0.050μSv/h

※�測定地点は他に24か所あります。測定結果
は、市のホームページをご覧ください。
※通常の値はおおむね0.2μSv/h以下です。
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８月24日（土）にマキノ南小学校、今津北
小学校で、（一社）滋賀県建設業協会高島支部
によるグラウンド整備が行われました。

この取り組みは、子どもたちに建設業の
魅力を発信する体験型の社会貢献活動とし
て、平成 23 年度から無償で実施していただ
いているものです。

普段は体験できない重機の試乗や、建設
機械の活躍に子どもたちは興味津々のようす
で、人力と機械とでは作業にどれだけ差があ
るかなどを学習していました。

体験活動のあと、プロの仕事によって、
グラウンドはきれいに整備されました。
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可燃ごみ搬出量
　現在、三重県の民間ごみ処理業者へ委託
して焼却処分しています。ごみの量に応じ
てごみ処理費用を負担することになります
ので、ごみの分別や減量にご協力ください。

測定月 収集量
平成 30 年８月分 1,193t
令和元年８月分 1,232t（前年比 39t 増）
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